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0　は じめに

　8世紀初頭にイ ン ドで活躍 した仏教僧ジュ ニ ャ
ー

ナ ガ ル バ （Jfianagarbha，　ca，8c）は，『二 諦分

別論』（Sa（）udva ｝uvibharigavrtti ，　SDVV ）に於い て イ ン ド仏教 中観派 に於ける 二 諦説 の
一

つ の 完成

形を示 して い る
（1｝

。 その後，チベ ッ トに於い て SDVV に対する注釈書が複数書かれ た こ とは こ

れ まで に も知られ て い たが，つ い 最近 まで それ らの 注釈書を実際 に眼にする こ とは で きなか っ

た 。 しか し 2006年に 『カ ダム全集 1』が 出版され，そ の中に SDVV に対す る注釈書が 2 編所収

され て い た こ とか ら，こ れまで 不明で あ っ たチ ベ ッ トに於ける SDVV の 受容形態を明 らか に で

きる機会が与えられた 。 本論文で は その 二 つ の 注釈書を採 り上 げ ， その 概要 と幾つ か の 問題 点

を明 らか に した い 。 また筆者 は 『カダム全集 1』，『カダ ム 全集 II』に収録 されて い な い SDVV

に対する別の 注釈書を参照す る機会 に既 に恵まれ てお り
く2）

， その 注釈書に 関 して もこ の 二 つ の

注釈書との 関係か ら若干の 言及 を行 い た い 。

1　『Phya　pa注』

　チ ャ パ （Phya　pa　Chos　kyi　seng 　ge，1109− 1169）は，サ ン プ ・ネ ゥ トク （gSang　phu　ne
’
u　thog）

寺の 著名な僧で ある 。 彼が SDVV に対して注釈書を書い たこ とは 『A 　khu稀書目録』に も記載

され てお り
〔3）
，その存在は以前か ら知 られ て きた 。 『カ ダ ム全 集 1』に所収 されて い る 「Phya　pa

注』は こ れ に相 当する と思わ れる 。 こ の 『Phya　pa 注』はウ メ体で 書か れ ，全部で 33 フ ォ リオ

か らなる 。 その価値は，何 よりもチ ベ ッ ト仏教の 発展に多大な影響 を与えたチ ャ パ に よ っ て書

かれ たとい うこ とに尽 きる で あろ う。

2　 『著者不明注』

　『カ ダム全集 1』 には，『Phya　pa注』の他 に もう一編 SDVV の 注釈書が所収 され て い る 。 こ の

注釈書はウ メ体で 書かれ，45 フ ォ リオか らなる
ω

。 しか し大 きな問題が三 点存在する 。 最初 の

問題 は，全部で 10 フ ォ リオ の 欠落が確認で きる点で ある 。
つ ま り，現段 階で実際に読む こ とが

出来 る の は 45 フ ォ リオ中 35 フ ォ リオの み であ り， 全体の 二 割以上 が不明 と い うこ とに な る 。

具体的な欠落箇所 に関 して は下 表の 通 りで ある
（5）

。
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● 『著者不明注」 中の 欠落 フ t リオ

フ オ リ オ番号 該 当する SDVV の kD番 号

任 1−3 イ ン トロ 部分

且 13−16 k
“5−k°6 とそ の 注釈 部分

i民 26−28 k°14 の 注釈部分 　　 　　 ＿＿」

　二 つ 目 の 問題 は，
一

部 の フ ォ リオ に 於 い て 各 フ ォ リオの 右端の 一部が判読で きない 状態 に

な っ て い る点で ある 。 この 判読不可能な部分は行端 の
一

t 二 文字だけの 場合が多 い が，かな り広

範囲 にわた っ て い る箇所 も一部あ る 。 そ して これ ら二 点の 問題 に よ り，この注釈書の概要の 正

確な理解が難 しくな っ て い る 。

　最後の 問題 は， 本論文で 『著者不 明注』 と表記 して い る様に，奥書に著者名，論書名が欠落

して い る と い う点で あ る 。 以下 ， 特に こ の 点 につ い て考察した い 。

2．
’1 『著者不明注』の 著者に つ い て

　 『カ ダム 全集 目録』で はその著者を不明として い る （『カダ ム全集 目録』，86）。 また，『カ ダム

全集 1』，『カ ダム全集 目録』全体 を調査 した上 で詳細 な 目録 を作成 した加納氏 も，加納 （2007，

42
， 注 71）に於い て，や は り奥書に名前が見い だせ な い こ とを指摘 し，著者を不明 と して い る 。

しか し筆者は ，
こ の 注釈書 はチ ャ パ の 師の

一
人 で ある Byang　chub 　grags に よっ て 書か れた もの

で ある と考 えて い る 。 その最大の 根拠 は，SDVV の 最後に挙げられ て い る
一

偈 と，『著者不明

注』 の 同 じく最後 に挙 げられ て い る奥書の 一偈の類似性 にあ る 。 以下 にそ の 両偈 を引規する 。

SDVV （P．19  ） 『著者 不明注」 （45b4 ）

bden　pa　gnyis以 mam 　phye　bas〃
dge　ba　bdag　nyid 血Db 　pa　gang〃
des　n重♪grQ　ba   1us　pa〃
eshessn 蟹 幽 …塑 ．鯉

phyogs　Uir　rab ？？rDo 舜e　seng 　ges　bskul〃
HUS 至）a　r艮e ｛｝ky 径ng

，bad　pas　gzhung 罎f　sbya 【〃

de’ni ’9τG　mams 　las　dir　myur 　zhags 　te〃

blamedban 　 chub 　ra　 s　 as 　 ed 　 arsho 〃

　まず SDVV の d 旬 を確認する と，そ こ に は 「ye　shes　snying 　po に生ぜ しめ よ」と書か れて い

るが， こ の 「ye　shes 　snying 　po」とは SD ＞V の 著者で ある ジュ ニ ャ
ー

ナ ガ ル バ の チ ベ ッ ト訳語

名 に他 ならない 。 即 ち，こ の d 句 には恐 ら くは意図的に著者名が織 り込 まれて い る こ とが分か

る 。

一
方で 『著者不明注』の d 句 を確認 して み る と， 「bla　med 　byang　chub 　grags　pa に生ぜ しめ

よ1 となっ て お り，その 構成 自体 は SDVV の 当該の d 旬 とほ ぼ同 じで ある 。 違 うの は ye　 shes

snying 　po が ，
　 bla　med 　byang　chub 　grags　pa となっ て い る点であ る 。 既に確認 した ように ye　shes

snying 　po が SDVV の 著者名で あるな らば ，
こ の bla　med 　byang　chub 　grags　pa も同様 に著者名で

ある と想定す る こ とは十分に可能であ ろう
（6）

。 実際，Byang 　chub 　grags とい う人物は実在 し
（7｝

，

チ ャ パ の 師の
一

人 と して知 られて い る 。 例 えば，『プ トン聴聞録』には，中観 と論理の 聴聞の 系

譜 に次の 様な順番で 名前が記載 されて い る 。

　 『プ トン聴 聞録』

＿gZhan　la　phan　pa　bzang　po！rNgog 　lo　ts瓢　pa ／Khyung 　rin 　chen 　grags！− gh塑

1PL：！h　Z｛II14！gTsang　nag 　pa ！Dar　ma 　bkra　shis ！gNyal　pa 仁 〃（『Bu　ston 聴聞録』 ，
19b5−6）
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　さ らに，Byang　chub 　gragsが SDVV の 注釈書を書 い た とい う事実は 『A   u 稀書 目録1 に も

確認で きる
（8）

。 加えて，先に挙げた奥書の 最後の
一
偈の a 句には 『著者不明注』が rDo 啝 seng

geの懇願 によ っ て著作 された 旨が述べ られて い るが 11− 12世紀に活躍 した Byang 　chub 　grags

とほぼ 同時代に rDo 啝 seng 　ge と呼ば れ る カ ダ ム 派の 人物 が実在して い る
〔9）

。 勿論 著者の 確

定は最終的に は三編の 注釈書の 内容を比較考察 した上 で 決定され るべ きもの ではあるが，以上

の複数の根拠 を踏 まえ，現段 階では 『カ ダム 全集 1』に所収され て い る 『著者不明注』（以後，

『Byang　chub 　grags注』 と表記）は，　 Byang　chub 　gragsに よる注釈書で ある と想定 して 問題 ない

で あろ う。

2．2　『Byang　chub 　grags注』の タ イ トル に つ い て

　この 『Byang　chub 　grags注』 の タ イ トル に つ い て は bDen 　gnyis　rnam 　bshad　（ikhα　dang　bcas　pa

と され て い る （『カ ダ ム 全集 目録』，
86）。

こ の 論書名は，恐 らく以 下に 挙げる 『Byang　chub 　grags

注』の 奥書の 最後か ら二 つ 目の 偈の a 句に基づ い て い る 。

bden　n 　is　rnam 　bshad　ti　ka　da　 dan　 bcas　11

dam 　pa
’i　legs　gsungs　rang 　gi　rtogs　pa　rnams 〃

don　rnam 　pas　phyir　gsa1　bar　rjod 　pa
’i　phyir〃

gzhung　mngas 　gyur　kyang　don　gnyir　rnams 　la　phan　／f （『Byang　chub 　grags注』 ，
45b4）

　しか し加納氏が指摘 して い る ように，当該の 箇所は偈で ある以上 シ ラ ブ ル の 制限を受けるた

め，こ の a 句が 本来の 論書名で ある と考える こ とは 困難で ある 。 また論書の 名前と して も幾分

不 自然で ある 。 そこ で 加納氏 は 『カ ダム 全集 目録』に挙げられ た論書名を一
部修正 し，bDen

gnyis　rnam 　bshad　gikkaを仮 の 論書名 と して挙げて い る （加納 2007
，
　21）。 こ の 加納氏の 修正 は合

理的で ある 。 しか し私は こ の 加納氏の 提案 に もう
一

つ 修正 を加え ， tikkaを除い た bDen 　 gnyis

mam 　 bshadをよ り妥当な仮の 論書名と して 提示 した い 。 その 様 に 考える 理 由は 『Byang　 chub

grags注』の 内容に ある 。 実は，こ の 注釈書には tika （tikka）と呼ばれ る注釈書が数多 く挙げ ら

れて い る 。 私が確認 した 限 りで は，tikaとい う名前は 45 回用 い られ て い る。具体的には下記の

通 りで ある 。

tikaの名前が見 い だ される 箇所 　計 45 カ所

4a3， 4a5，
4b2

，
4b6

，
5a5，5a6，5a8，6b5，7al，10a1，11a1，

11a3
，
11a4

，
11b1

，
11b2，12a5，12bl，12b6，17al，

18b5， 20b6 ，
21a6

，
21b8

，
22a8，22b1，24b5，

25a1
，
25b6

，
31a6

，
33b1

，
34a2

，
34a4

，
35a5

，
35a6，35b7，35b8，

36a4
，
37a5，37b4，38b6，39a6，39b4 ，

40b1
，
45aス45b3．

　尤 もこ の 45 と い う数字は 単純 に tika と い う名 前が挙げ られ て い る箇所で あ り，具体 的に

tikaの 内容 まで 引用 され て い る箇所は 限 られ て い る
〔1°〕

。 しか し既 に述 べ たよ うに，現存 する

『Byang 　chub 　grags注』が 10フ ォ リオ を欠 い て い る とい う事実を考慮に入れ るな らば，完全 な

『Byang　chub 　grags注』 には さらに多 くの tika と い う名前が挙げられ て い た と考 えられ る。
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　こ の 様に tikaとい う別の 注釈書 に 関す る言及 を数多 く含 ん で い る と い う事実 を踏 まえた 上

で，仮の 論書名の根拠 とな っ た先 ほ どの a 句 を見直 して み る と，a 句 は 「tika を有す る bDen

g御 ∫ 耀 硼 わ∫融 4」 と解釈す る の が妥当で はない だろ うか 。 その 仮説 に従 うならば，加納氏が指

摘 した仮の 論書名か ら tikkaとい う表現 を除 い た方が よ り妥 当で あろ う
（11｝

。

2．3tika とは何 か

　こ の 『著者不 明注』が Byang　chub 　gragsに よ っ て書か れ た注釈書で あ り， かつ 「tika を有す

る わP6’1　g碗 ∫   〃而 縅 4」と呼ば れ うる もの で あっ たと して，その tikaとは
一一体何 を指すの で

あろ うか ？　
一

般的 に注釈書を指す tikaと い う言葉に よ っ て言及 され て い る こ とから，　 tika と

は 『Byang　chub 　grags注』以前に存在 した SI）VV の別の 注釈書の こ とを意味 して い る と考 えら

れ る 。 ただ しByang　 chub 　 gragsとい う人物は後伝播期の か な り初期の 人物で あ り，彼以前 に

SDVV に対 して 注釈書 を書い た人物を想定しよ うとする とか な り限られ て くる 。 実際に筆者が

確 認 して い る限 りで は，『Akhu 稀書 目録』 中に見 い だせ る SD＞V に対する注釈書の中で
一番

古 い もの は 『Byang　ch ロb　grags注』で ある 。 しか も Byang　chub ＄rags が こ の tikaをほぼ肯定的

な意味で しか 引用 して い な い と い う状況 を考え るな らば， こ の tika と呼ば れ る注釈書は単 なる

一注釈書で は なく，その 当時，既 に権威の あ る注釈書 として認め られ て い た可能性が高 い
“ 2｝

。

その 様な状況 を踏まえる な らば，『Byang　chub 　grags注』に言及 され る tika と呼ばれる 注釈書

は，シ ャ
ーン タラ クシ タ （SantarakSita）に よ っ て著作された SD＞V に対する注釈書 『二 諦分別

論細疏』 （Sat．yadvayavibharigapafij
’
ikaU：SDVP ）の こ とで ある と考える べ きで は ない だろ うか 。 実

際 その ように考 えられる幾つ か の 根拠が存在する 。 まず指摘 したい の は，『Byang　chub 　grags

注』 に 見い だ される次の 二 例で ある。

（1）gal　te　bCom 　ldan　’das　dang　slob 　dpon　Klu　sgrub 　dag　gis　rmongs 　pa　ma 　bzlog　pa ！s正ob 　dpon　Yes

shes 　snying 　pos　zlog　par　l）yed　na　slol）dpon
’di’la　shes 　pa　lhag　pa　yod　daln　zhe 　na 　f　med 　mod 　kyi　1

bCom 　Idan冠as　kyis　dngos　po　gnas　lugs　tsam　gsungs　pa！slob 　dpon　K 童u　sgrub 　gis　r隻gs　pas
’

thad　par

bstan　pa　nyid 　sgros 　btod　cing　gsaユbtab　pa
’
i　tshul　gyis　go　sla　bar　man 　ngag 　tu　bsdebs　pa　ste　1

’
grel　pa

dang　ti　ka　dang　yig　chung 　las　mi 　mkhas 　pa　bye　brag　tu　rtogs　par
’
gyur　ba　myong 　pas　grub　pa　yin　no

〃　（『Byang　chub 　grags重主』，　4a4−5）

もし世尊と規範師ナ
ー

ガ
ール ジ ュ ナが遮蔽 して い な い 迷妄 を，規範師ジ ュ ニ ャ

ー
ナガ ル バ が 遮

蔽す るな ら，こ の規範師 （ジ ュ ニ ャ
ー

ナ ガ ル バ ）に は （世尊や ナーガ ール ジ ュ ナ には な い ）余

他の 智が 存在する の か どうか，と い うな ら，（その 様な余他 の 智は）存在 しな い が，世尊 は事物

の 本性の み をお説きに な り， 規範師ナ
ーガール ジュ ナは，論理に よ っ て正 し く説示する方法を

生み 出し，（ジ ュ ニ ャ
ー

ナ ガル バ は）明瞭 に説明す る こ とで ，簡単に理解 され る よ うに教説に纏

め た の だ 。

’

grel　pa と tikaと細字 （yig　chung ）
〈13＞

か らで は分か らない こ と を．個別 に理 解する こ

とは，直接経験 に よ っ て成立 する もの で ある 。

（2）　 璽 zhes　bya　ba
’
grel　pa　ma 　yin　nam ！df　tshig　gi　lhag　ma 　yin　na 　1’

grel　pa　dang　ti

ka　la　sogs 　pa　tharns　cad　tshig　gi　lhag　ma 　zhes 　ci　ste　mi 　b巾 d　ce　na ！mi もrjod 　de 用 i’dag　gis　ni　nsa
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bas　brjod　pali　don　nyid 　gsai　bar　byed　pa
’i　phyir　ro 〃　（『Byang　chub 　grags注』 ，

6b5）

『其処此 処の 経典に』（SDVV ，
　k°3ab 注）とい うこ とは，注釈で はない の か ど うか ？　 （SDVV に

述べ られ て い る様に）これが言葉の 余意で あ るな ら
（］4）

，
’

grel　pa と tikaな ど全 て が言葉の 余意で

ある とど うして述べ られ て い な い の か
，

とい うな ら，述べ られ ない 。 何故な ら，それら （
’

grel

pa や tika）は，偈に よ っ て述べ られた意味 自体を明確にする もの だか らで ある 。

　こ の ニ カ所 で ，tika は
’

grel　pa と並 んで挙げられて い る 。

’
grel　pa は，そ の 名前，及び文脈

か ら判 断す る と，ジ ュ ニ ャ
ーナガ ル バ に よ る 自注 SDVV を指 し て い る と考え られ る 。 それ故

に，
’
grel　pa （即 ち SDVV ）と並 ん で 挙げ られ る価値 を有する注釈書 tika は，時 にジ ュ ニ ャ

ー
ナ

ガ ル バ の 弟子 とも言 われ る シ ャ
ーン タ ラク シ タ の注釈書 SDVP 以 外に存在 しない の で はない だ

ろ うか 。 実際，『Byang　chub 　grags注』に引用された tikaの 引用 内容の
一

部は SDVP 中に見 い だ

される の で ある 。

　一見 して 分かる様 に ， こ こ に挙げた例 は 『Byang　chub 　grags注』中に tikaの 内容 と して 引用

された一文 と，SD ＞P の 当該箇所の 注釈文が ほぼ
一致する 例で あ る 。 また こ こ に挙げた以 外に

も SDVP と内容上
一

致する もの が 数多 く存在する 。 それ故 に 『Byang　chub 　grags注』で tikaと

して引用 される注釈書 は SDVP の 可能性が 高い 。

　た だ し，tikaと して挙げられて い る内容の 全 て が SDVP の 内容に
一
致する訳で は ない とい う

こ とも指摘 し て お く必要が ある 。 また
，
SDVP も含め SD ＞V に 関する注釈書を全 て tikaとして

挙 げて い る可能性や ，tikaが SDVP の 内容 に 忠実に 従っ た別の 注釈書で ある可能性 も否定で き

な い
。 そうした点に は留意する必要が ある もの の

， 少な くともtikaの
一
部が SDVP の 内容 を指

して い る こ とは間違 い ない で あろ う
〔15）

。

3　「Dar　ma 　bkra　shis 注』

　最後に，筆者が 『カ ダム 全集 1』，『カ ダ ム 全集 II』以外で参照 した SDVV に対 する注釈書 に

つ い て言及 して お きた い 。 こ の 注釈書の 概要に つ い て は，Akahane （2005）に て既 に指摘 して

い る ため 詳細は割愛す る が，そこ に 於い て ，こ の 著者 Dar　ma 　bkra　shis に関 して 二 つ の 可能性

を指摘 した 。

一
つ は 12 世紀前半に sPyan 　yas（sPyan 　g−yas）寺の 第三 代の 座主 として活躍 した人
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物の 可能性で あ り， もう一
つ は，先 に挙げた 『プ ト ン聴聞録』 の 記述 に基づ き，チ ャ パ の 少 し

後に活躍 した 12 世紀後半の 人物の 可能性で ある 。 同論文で は 最終的な判断を留保 しつ つ
一

応

後者の 可能性 が高 い こ とを指摘 したが，今回 『Phya　pa注』を参照する こ とが可能にな っ た こ

とに よ っ て，Dar　ma 　bkra　shis が後者の 人物で ある こ とが 明らか にな っ た と思 われ る 。 その 理由

は次の 通 りで ある。

『Phya 　pa 注』　（1b7）

（2）mchod 　par　brjod　pas　phyi　nang 　gi　bar　chad 　zhi 　ste　／　rtsom 　pa　rnthar 　phyin　pa　ni 　bzhed　pa　dmyigs

pa　skabs 　su　bab　pゴi
’bras　bu’of1

「帰依を述べ る こ と に よ っ て 内外の 障害を静め，論書が完成する こ と」 に つ い て は ， 願望 を心に

抱 くこ とが 当面の 果報で ある 。

　まず引用 した の は，『Phya　pa注』の 冒頭 に於い て，自利には 三 つ の 果報がある と述べ て い る

部分の 「二 つ 目 の 果報」に つ い て 言及 し て い る 箇所であ る。
こ の チ ャ パ の 説 明はかな り簡潔で

具体的な内容が不 明 で あ る 。一
方 『Dar・ma ・bkra・shis 注』で も，そ の 冒頭で 自利 に は三 つ の 特徴

がある と注釈 して い るが ，先ほ どの 『Phya　 pa注』 と同 じ二 つ 目の 特徴 に つ い て の 説明は次の

通 りで ある。

『Dar 　ma 　bkra　shis 注』（lb4−6）

（2）gnyis　pa （
’dod　pas　dmyigs　pa）ni　mchod 　par　brjod　pa　las　bstan　chos 　rtsom 　pa　mthar 　phyin　par　

’
gyur

ba　yin　te　／　bstan　chos 　brtsams　pa　mthar 　myi 　phyin　pa
’i　rgyu 　ni　phyi　nang 　gi　bar　chad 　yin　la！de　yang

bsod　nams 　ma 　yin　pa　las
’byung 　ba　yin　pa　la’di

’
r　mchod 　par　brjod　pas　bsod　nams

’byung　ba　las　bsod

nams 　ma 　yin　pa
’

gags　pa　na 　phyi　nang 　gi　bar　chad 　zhi 　ba’i　phyir　bstan　chos 　brtsams　pa　mthar 　phyin

par
’
gyur　ro 〃 dir　yang　don　du　gnyer　bar　bya　ba　yin　pas　skabs 　su　bab　pa

’
孟don　yin　no 〃

　二 つ 目 （「望 むこ とで心 に抱 くこ と」）に つ い て は，帰敬 を述 べ る こ とに基づ い て，論書を著

作する こ とは完成する の で ある。 （
一

方で ，もし）論書が 著作され る こ とが完成 し て い な い （な

ら，その ）原因は，内 と外 との 障害で あり，それ （内と外と の 障害）も不善か ら生 じた もの で

ある （。 こ の ）場合，彼の 者に対 して 帰敬 を述 べ る こ と に よ っ て 福徳が生 じ る こ とか ら，不善

が取 り除かれるな ら，（そ の 場合 には，）内と外 との 障害が 静 まる か ら，論書が著作 され る こ と

は完成す る こ とになるであろ う。 こ れ に つ い て も希求 され る べ きもの で ある か ら当面の 利益で

ある 。

　先 ほ どの 『Phya　pa注』の 内容 と比較する とき，　Dar　ma 　bk．ra　shis の こ の 説明は，『Phya　pa注』

の 内容に沿 っ て詳 しく説明 したもの で ある こ とが 分か る。紙幅の 関係か ら詳細 な比 較考察は 省

略せ ざる を得ない が，自利に つ い て の 残 り二 つ の 特徴に関 して も 『Phya　pa 注』 は簡潔で あ り，

『Dar　ma 　bkra　shis注』が そ の 内容を詳 し く説明して い る とい う同 じ注釈形態を と っ て い る こ と

は 明 らか である
（16）

。こ の 様に Dar 　ma 　bkra　shis が 『Phya　pa注』を知っ て い た可能性が高い こ と

か ら，Dar　ma 　bkra　shisはチ ャ パ よ り少 し遅れ て 12世紀後半に活躍した人物で ある と考えられ る。
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4　 まとめ

　さて ， 以上 で SDVV に対する 三 つ の 注釈書の 概要を簡単なが ら確認 した 。 そ の 結果 こ の

三 つ の 注釈が，ほぼ
一

世紀の うちに ， 『Byang　chub 　grags注』 → 『Phya　pa注』 → 『Dar　ma 　bkra

shis 注』 の 順番で 著作され た こ とが判明 した 。それ 故に，こ の 三 つ の 注釈の 異同を丁 寧に確認

して い くこ とで ，チ ベ ッ ト仏教後伝播期の 初期に於い て SDVV が ど の ように解釈され，纏め ら

れて い っ た の か を明らか にする こ とが 出来 る で あろ う。こ の 点 に つ い て は今後の 課題 となる 。

本論文で は その 詳細な比較に まで 立ち入 る こ とは出来な い が，現段階で 把握 して い る こ の 三 つ

の注釈書の比較 を通 じて見い だ され る特徴を
一

点だ け指摘 して 論文の 纏 め とした い 。

　こ の 著作順 に従 っ て 三 つ の 論書の ヴ ォ リ ュ
ーム を眺め る と，時代を経る に つ れ，注釈の 全体

量が減 っ て きて い る と い う特徴が見出せ る 。 極端な話，三編 の うち最 も早 い 『Byang　chub 　grags

注』 と最 も遅 い 『Dar　ma 　bkra　shis 注』で 1よ その 量が約六 割弱にな っ て い る 。 イン ドに於 ける

注釈の 伝統か ら言 えば，
一
般的に 時代が 下 る に つ れ 注釈量 は増 える傾向に あ るが ，この 三編の

注釈 を比べ る限 り，そ の傾 向とは明 らかに異 なる 。 三編の 注釈書に眼 を通 した筆者の 印象にす

ぎない が ，
こ の 三編の 中で 最初に書か れた 『Byang　chub 　grags注』が最も冗長な注釈 で あ り，三

編の 中で 最後 に書 かれた 『Dar　ma 　bkra　shis 注』が最 も要点が 整理 され て い る印象を受ける 。

加えて，『Dar　ma 　bkra　shis 注』 は他の 二 つ の 注釈書 に 比 べ て 比 較に な らない ほ ど．異説，経典，

論書の 引用が多 い
。 恐 ら くSDVV の チ ベ ッ トに 於ける注釈は時代が経 つ に つ れ次第に内容が 整

理 され，その 結果 ヴ ォ リ ュ
ーム が 減 っ て い っ た もの と思われる

 
。

　　この 他の 興味深 い 事実 に関 して は紙幅の 関係 もあ り省略せ ざるを得 ない が，今後別な機会

に改め て 考察を行い た い 。

略語表

『A 　khu 稀書 目録』

『Dar　ma 　bkra　shis 注』

『Phya　pa 注』

SDVP

SDVV

『カ ダム 全集 瑠

『カ ダム全集 瑚

「カダ ム 全集目録』

A   uChing 　Shes　rab 　rgya 　mtsho （1803−75）．　Dpe　rgyun 　dkon　pa
’
ga

’
zhig 　gi　tho

yig　don　gnpe・ yid　kyi　dunda　blhad　pa ” 4グ ・d　
’bu　gyi　sn ）e 〃・α・撫 ・厂ials・f… a

His広ory 　of　Tibetan五iterαture．　V （）1．2，　no ．73．　New 　Delhi，1963，

Dar　ma 　bkra　shis （ca ．12c）．　bDen　pa　gnyis　mam 　par
’b）膠4頗 わ∫んαd ρα．　Mss．，

26fols．

Phya　pa　Chos　kyi　seng 　ge（1109−69）．　dBu 　ma 　bden　pa　gnyis　mam 　par　bshadpa）7i

ge　rung 　dus　gzhung 　gsal　bar　bVedpa．　see 『カ ダ ム 全集 1』 bL　6，181−250，33fols．

Sdritarak寧ita（ca ！724−8S）．　Sat｝udva ）uvibharig 【pafiノ‘丸δ．　1）（3883）sa15b2 −52bス

P 。（5283）sa 　1−48b7．

Ififi血agarbha （ca ．8c），　Saりudva ）nvibhari8avrtti ．　see 　Eckel（198ス155−90）．

bKa ’
gdams 　gsung

’bum ’

phyOgs　sgrig 　thengs 　dang　po．　Ed．　dPal　brtsegs　bod　yig
dpe　mying 　zhib

’
jug  ang ．丶bls．1−30．　Si　khron 　mi 　rigs 　dpe　skrun 　khang，2006．

bKa’gdams　gs”ng
’
わ麗毋 ンん冫vgs 　sgrig 　thengs 　8nyis　pa ．　Ed．　dPal　brtsegs　bod　yig

dpe　mying 　zhib
’jug　khang．　V（）ls．31−60・　Si　khrDn　mi 　「igs　dpe　skrun 　kliang，　2007・

bKa’

gdams 　g∫朋 g
’bum ’

ph）りgs　sgrig　thengs　dang　po
’i　dkar　chag．　Ed．　dPal

br鵬 gs　b〔｝d　yig　dpe　mying 　zhib
’
jug　kha皿g　Si  on 　mi 　dgs　dpe　sk     ang2006 ．
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『中観真実詳解」

『著者不明注』

『プ トン 聴聞録j

rGya 　dmar　ba　Byang　chub 　grags（ca．　l　lc−12c）．　dBu　ma
’
i　de　kho　na 　nyid 　rnam 　pa 厂

dpyOdp α．　see 『カ ダ ム 全集 II』Vol．31，7−67，　3．　lfols．

bDen　gnyis　rnant 　bshad　gikka，　see 『カダム 全集 1』V｛）i，19，　247−316，35fols，

Bu　s重on 　Rin　che 皿 grub （1290−1364）．　Bta　ma 　dam　pa　mams 　kソis　ries 　su　biung　ba・i
tshut，　bKa

’
砺 η   55 μ 4砌 n 　paJ

’byedpa．　in　7he　CO 〃ected 　Works 　ofBu −
∫加 ，　Sat乱一

pi婁aka 　Series　VbJ．66 （1a），　part　26．　New 　Delhi，1971，　T◎hoku　No．5199．

文献表

Ak 良hane
，
　R ．

　 2005　
“ Study　on 　the　Satyadvayavibhafiga（2）：ATibeta 皿 commentary 　and 　its　author ”

．　Journat　qflndian

　　　　　and 　B κddhist　Studies　53，　no ．2，　pp．964−961．

Eoke1，　M ．1）

　 1987　 ，lfianagarhha　
’
s　con ：mentai ：y！　on　tJte　distinction　between　the　tito　trMths　 an 　eighth 　centuiTy 　handbook

　　　　　of 　Madhyα maka 　philosophy，　State　University　of　New 　York　Press（SUNY 　series　in　Buddhist

　　　　　studies ），

力瞞 　和雄

　 2007　 「ゴ ク ・ロ デ ン シ ェ
ーラ プ著 『書簡 ・甘露の滴』一 校訂テ ク ス ト と内容概観」『高野山大学

　　　　　密教文化研究所紀要』20
， pp．162−105．

注

（1）

（2）

）

）

34（

（

）

）

5
！
0

（

（

（7）

）

）

80

ノ

（

（

（10）

ジ ュ ニ ャ
ー

ナ ガ ル バ 以降も， 中観派の 諸論師は各々 の 論書にて 二 諦説を開陳する が，ジ ュ ニ ャ
ー

ナ ガ ルバ が SDVV で提示 した二 諦説 の 枠組みを大き く塗 り替える画期的な説 は存在 して い ない

よ うに 思われ る 。

筆者が こ の注釈書を参照 し得た の は，ハ ーバ ード大学 の L，van 　der　Kuijp教授と京都大学 の 御牧

克己教授 の ご好意 に よ る。

『A 　khu稀書目録』： no ．1i31ス 4翫 刑 o わ4ε配 8π勝 顧
’
grel　pa　by　Chos 　kyi　seng 　ge．

1 フ ォ リ オ は 8 行か らな る が ，33 フ ォ リオ の み，33a が 6 行，33b が 5 行と他の フ t リオ よ り行

数が少 な くな っ て い る 。

こ の 三 カ所の 欠落の うち，ff．1−3 の 欠落部分に 関 して は加納 （2007，注 71）に 言及 され て い る 。

この様に著者名を読み込んだ と思われる奥書の最終偈は t 『Phya　pa注』や 『Dar　ma 　bkra　shis 注』

に は見 い だされな い 。 それ故に，そ の様な句を挿入す る こ とは必ず しも
一

つ の伝統に なっ て い た

わ け で はない 。

『カ ダム全集 II』には Byang　chub 　grags の 『中観真実詳解』 と呼ばれる論書が存在 して い る 。 ま

た，
一

般的 に知 られ て い る彼の 名前は次に 挙げて い る 「プ トン聴聞録』 に も見 られ る よ うに，

rGya 　dmar 　ba　By 跏 g　chub 　gragsで あ り，　 Bla　med 　Byang　ohub 　gragsで ｛まな い a しか しその 『中観

真実詳解』の 奥書 の 同 じく最終偈 の d句には bla　med 　byang　chub 　gra暮s　pa　thob　par　shog 〃 （『中観

真実詳解』，31a2）と書かれ て お り，さ らに こ の bla　med と byang　chub 　grags　pa の 聞に rgya 　dmar

ba と挿入 されて い る。それ故 に Bla　med 　Byang 　chub 　gragsと rGya 　dmar 　ba　Byang 　chub 　grags は 岡

一
入物 と考えて 問題な い で あ ろ う。

『Akllu稀書目録』no ．11347：dBu　ma 　bden　gnyis　kyi　likka　by　rGya 　mar 　ba　Byang　chub 　grags，

TBRC に よ る と，　rDo 均e　seng 　ge は カ ダム派の 人物で あり，そ の 生存年は 1054−1123で あ る とい

う。

此処 で 挙 げ た 45 箇所 の tika と は，　tika の 具体的な引用 が あ る もの の 他，「同様の 内容は tikaに も

述 べ られ て い る」と い う全体的な内容一一・ttを説 くもの．更に は対論者の 発言 の 中で 「tikaに 説か

れ て い る こ とはそ うで はない 」 とい っ た もの まで全 て を含めた数である 。
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（11） 勿論，こ れ も仮の タ イ トル に他な らず，実際 の タ イ トル は不明とするしかない 。

（12） 確認 出来て い る限 り，45 カ所 tika とい う名前が挙 げられ る中で
一

カ所だけ tika の 内容が否定さ

　　　れ て い る 。 当該の箇所は k°6cの 注釈箇所で ある 。 （rig　pa
’i　ngo 　bor　ram 　1　rang 　rig　pa

’i　ngo 　bor　rgyu

　　 las　skyes 　zhes 　brtags　nas 　de　la　lan　btab　zin 　pa　ti　1【a
’i　de　ni　mi ’

thad 　de！rig　pa
’i　ngo 　bo　sun 　phung　pas

　　 rang 　rig　pa
’ingo　bo　zhes 　gzhan　du　khas　blang　so 〃 ： 17a1）．

（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

細字が具体的 に何で ある かは不明。SDVV ，　SDVP の 行間に書 き込 まれた何 らか の 注記 の こ とか 。

SDVV で は こ れが k°3abの 余意 で ある と述べ られ て い る 。 （mdo 　de　dang　der　zhes 　bya　ba　ni　tshig　gi

lhag　ma ’
o　f！：SDVV ，

156）．

『Dar　ma 　bkra　shis 注』に もtikaと呼ばれ る 注釈書が 3 回引用 さ れ る が，い ずれ もSDVP との 相

関性 は見出されない 。 また名前は挙げ られて い な い もの の，SDVV に対する別 の 注釈書か ら の引

用が複数存在する 。 tikaと呼ばれ るもの も含め 『Dar　ma 　bkra　shis 注』に引用 され て い る他の注

釈書は全て 間違 っ た解釈 の 例 と して 挙 げ られ ，否定 さ れ て い る が，現在確認で きて い る 限 りに 於

い て ．それ らの 内容 は 『Phya　pa 注』，『Byang　chub 　grags注』何 れ と も完全 に は
一

致 しない 。

「Phya　pa 注』 と 「Dar　ma 　bkra　shis 注』の残 りの 二 つ の特徴部分は 以下の 通りで あ る 。

『Phya 　pa 注』dang　po　la’ang 　gsum　ste　1（1）rtsorn　pa
’i　thog　mar 　mchod 　par　brjod　pas　rtsom 　pa　po　ya

rabs 　su　gzhan　gyis　rig 　ste ！bstod　pa　dang　grags　pa
’byung　Pa　ni

’
jig　rten 　pas　don　du　brtsi　bas

’jig　rten
du　gtogs　pa

’i　don　zhar 　la　byung　ba’i’bras　bu’o　11（2）＿＿（3）mchod 　par　brjod　pa　las　bsod　nams ’
phel　bas

mngon 　mtho
’i　bde　ba　thob　cing 　mthar 　nyon 　mongs 　pa

’i　nad 　zhi 　ba
’i　thar　pa　dang　1　thams　ead 　mkhyen

pa　thob　pa　ni　phan　pa　dang　bde　ba　thob 　pa　ste　gtso
’bor　byas　pa

’i’bras　bu
’
o ”（1b6−8）・

『Dar　ma 　bkra　shis 注』dang　po　la　yang　gsum　ste　／（1）
’
jig　rten 　par　rtogs　pa

’i　don　dang　1（2）
’dod　pas

dmyigs　pa　dang／（3）phan　bde
’

　sgrub 　pa
’
o　1／（1）dang　po　ni　

’
jig　rten 　na 　gang　zag 　ya　rabs　rnarns 　las　dang

bya　ba　la　’jug　pa　na 　phyag　dang　mchod 　pa　sngon 　du　btang　nas
’
jug　pa　ltar　slob　dpon　kyis　kyang　bstang

bcos　rtsom 　pa　la　
’
jug　pa　na 　phyag　dang　mchod 　pa　byas　pa　las　gang　zag 　ya　rabs 　dang　mthun 　par　go　nas

bstod　pa　dang　grags　pa　thob　pa
’

o 〃de　yang　slob　dpon 　kyis　don 　du　ma 　gnyer　yang
’byung　bas　zhar 　la

byung　b爵 don　to〃（2）．．．＿（3）gsum　pa　ni 　ya皿 g　mchod 　par　brjod　pa　las　bsod　nams 　thob　pa　ni　gnas

skabs 　ky孟’bras　bu　bde’　ba　dang　mthar 　thug　gi
’bras　bu　phan　ba　thob　par　

’

gyur　pa
’

o 〃gang　zag 　dam 　pa

ma 皿 s　kyis　tshe　’di’i　bde’ba　don　du　gnyer　bya　ma 　yin　yang　tShe　phyi　ma
’i　bdc

’
　ba　don　du　gnyer　bya　yin

pas　gtsor　bya　pa
’i’bras　bu　yin　no 〃（1b3−6）・

た だ し，こ の こ と は全体的 に 纏 め られ，単に短くな っ た とい うこ とを意味 して い るわけで は な

い
。 先行する 注釈 書 の 内容 が非常に簡素化さ れ る箇所 もあれ ば，先行す る注釈よ り詳 しい 説明

が施され る箇所 もある。 今後そ の 差異を明確にする こ とで ，各論 師が何 を重要だ と考えたの か，

或 は時代 の 経過 の 中で何に 関心が向 け られ る様にな っ た の か を明らか にする こ とが 出来 る と 考

えて い る 。
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